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1  は  じ め  に

著者の一人
1)が
先に,火山灰土壌におけるソルガムの施

肥基準を作成するため,窒素施肥量を変えてツルガムを栽
培したところ,窒素多施区の幼葉に自褐色の斑点が多発し
た。この症状はタバコや水稲にみられる窒素の過剰吸収に

よるカリ欠乏症とよく類似 していたことか ら,ソ ルガ

ムのカリ欠乏症と推定 した。しかし,このカリ欠乏症が窒

素の過剰吸収に基づくものか,あるいは窒素とカリの施用
量の差によるものかについては,ま だ明確な解答が得られ

ていない。そこで,こ の点を確めるため,ポ ットにソルガ
ムを栽培し,窒素とカリウムの施用割合がカリ欠乏症発現
に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

供試土壌は前回と同様
1)に
火山灰に出来する黒ボク上壌

で, 1/5,000α ヮグネルボットに1987年 7月 1日 にソルガ
ム (ス ズホ)を播種した。試験区は表 1の とおりで, 1区
6ボ ットとした。調査は 7月 21日 及び 8月 6日 にそれぞれ
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表 3 ツルガムのN含量/K含量比とK欠乏症発現との関係

試 験 区

l EX 3ポ ットについて生育調査を行った後,ポ ットを解体

して試料を採取し,地 上部と地下部に分けて乾燥,秤量し

た。また,これらの試料の一部を用いて,全窒素,蛋白態

窒素,非蛋自態窒素 ,カ リウム,カ ルシウム及びマグネシ

ウムの分析を行った。カリ欠乏症状の判定は肉眼的観察に

よって行った。

3 結果 及 び考 察

“

)生育状況及び乾物重
表 2に示したように,ソルガムの生育はカリウム1に対

して窒素が2以上になると著しく抑制された。また反対に,

窒素 1に対してカリウムが 2以上になると生育,乾物重と

も低下したが,その程度は窒素を増加した場合に比較して

イヽさかった。

表 2 Nと Kの施用比率とソルガムの生育 収量

0)ソ ルガムの窒素対カリウムの含量比とカリ欠乏症状
表 3に示したように,カ リ欠乏症状は窒素 2対カリウム

1で観察され,窒素が4以上に多くなると症状が顕著になっ
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た。また,窒素の施用割合が大きくなるとツルガム茎葉の

窒素及びカリの含量は低下するが,窒素対カリウムの含量

比は高まり,この合量比が大きいほどカリ欠乏症状が著し

かった。カリ欠乏症状は発芽後10日 目ころから下位葉の中

期寸近に自斑ができ,次第に上位葉に褐色の斑点が現れた。

また,症状が進むと先端から枯死した。

3)ツ ルガムのカルシウム及びマグネシウムの含量
図 1に示したように,窒素またはカリウムの施用量の増

加に伴い,タ バコの幼植物でみられたように
3),ヵ
ルシウ

ムの吸収は抑制されたが,マ グネシウムについては一定の

傾向はみられなかった。

(4)茎葉中の全窒素に占める蛋白態窒素の割合

図 2に示したように,窒素施用量が多いソルガムの茎葉
では,カリウム含量が低下するとともに全窒素含量が増大す
るが,同様のことが水稲やタバコでも認められている

2,3)。

この増加した窒素の大部分は非蛋自態の形で蓄積されてお

り,窒素代謝の異常性が認められた。

以上の結果からみて,火」1灰 J:壌におけるソルガムの窒

素多施区に発現したカリ欠乏症状は,窒素とカリウムの吸

収桔抗作用によるものと推察される。また,窒素代謝の異

常性については,カ リウムの欠如した水Fuで欠乏症状の発

現に先立ち養分吸収に顕著な撹舌t現象が起こることが報告

されている
2)こ
とから,ア ミノ酸の変化との関係を中心に

今後更に検討する必要があろう。

4 摘     要

窒素とカリウムの施用割合がソルガムのカリ欠乏症発現

に及ぼす影響について検討した。その結果,カ リ欠乏症状

は窒素 2対カリウム 1で観察され,窒素が 4以上に多くな

ると症状が顕著であった。また,窒素の施用割合が大きく

なるとツルガムの窒素対カリウムの含量比が高まったが ,

この含量比が大きいはどカリ欠乏症状が著しかった。
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図 1 ソルガムのCaO及びMgO含量
注 017月 21日 採取,△ :8月 6日 採取

T― Nに 対 す る Pr。 |,一 N及 び nonP,01,一 N割 合

O        o       llxl%

Prot,一 N     non P,Ot,― N

図 2 ツルガムのT― Nに 占める
Prot,一 Nの割合

注 試料 :8月 6日 採取
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